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宇和島藩伊達家初代藩主秀宗の墓は、野川の等覚寺（もと白

雲山竜泉寺）の境内にあって、墓域は276㎡あまりにおよび、墓

碑は高さ3.64mの五輪塔である。向かって左に宮崎八郎兵衛と渡

辺藤左衛門、右に神尾勘解由
か ん お か げ ゆ

と高島太郎右衛門の殉死した近臣

４名の五輪塔墓がある。秀宗の妻（井伊直政の娘）の墓は、宇

和津町の大隆寺（もと正眼院）にあり、高さ2.73mの五輪塔であ

る。

秀宗は、天正19（1591）年に伊達政宗の長庶子として生まれ

た。文禄３（1594）年４歳のとき、豊臣秀吉の人質となり、

翌々年秀吉の養子として元服、秀の一字をもらって秀宗と称し

た。関ケ原の戦後、徳川氏の人質となる。慶長19（1614）年、

大坂冬の陣に従軍し、その功により宇和郡10万石に封ぜられ、

翌元和元（1615）年、板島（宇和島）に入った。秀宗は初期藩

政の確立にあたったが、その治政下で有名な「山家
や ん べ

事件」があ

り、また、五男宗純
むねずみ

に吉田３万石を分知するなど藩財政につい

て苦慮している。

　明暦４（1658）年６月、68歳をもって江戸藩邸で没した。

だてひでむね

伊達秀宗の墓（夫人と近臣４人の墓を含む）

宇和島市野川・宇和津町１丁目

伊達宗禮
だ て む ね の り
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